
地
元
市
民
待
望
の
架
津
一
に
支
障
が
あ
り

保
育
所
新
築
工
事
が
こ
一
不
便
も
多
か
つ

の
は
ど
完
成
、
さ
る
こ
一
た
が
、
こ
ん
ど

+
八
日
落
成
式
を
あ
げ
一
の
改
築
に
よ
っ

本
月
か
ら
保
育
が
行
な
一
て
保
育
に
理
想

わ
れ
て
い
ま
す
。
一
的
な
却
設
と
な

こ
の
保
育
所
は
、
建
一
っ
た
の
で
、
保

坪
一
三
八
坪
の
ス
レ
|
一
育
効
果
も
あ
が

ト
瓦
葺
平
屋
建
で
、
非
一
り
、
子
ど
も
た

常
に
美
し
い
建
物
で
す
一
ち
の
し
あ
わ
せ

保

育

室

(

四

室

)

の

ほ

一

の

た

め

に

た

い

福

祉

年

金

の

受

給

権

者

は

、

毎

年

五

か
遊
戯
室
、
事
務
室
一
へ
ん
よ
ろ
こ
ば

一

月

期

分

年

金

受

領

後

所

得

状

況

届

を

提

調

理

室

な

ど

を

備

え

、

一

し

い

こ

と

で

す

出

し

な

け

れ

ば

、

次

か

ら

年

金

を

受

げ

近

代

的

な

立

派

な

も

の

一

る

こ

と

が

で

き

な

く

な

り

ま

す

。

そ

の

し

一

一

軒

目

H
E

百

万

円

て

し

誌

持

制

菅

田

給

時

十

料

開

詰

京

事
ば
ん
氏
(
七
六
了
写
真
l
一

二

ゃ

、

国

民

年

金

特

別

融

資

な

ど

に

よ

っ

一

食

セ

ン

タ

ー

も

一

こ

の

給

食

セ

ン

タ

ー

は

、

当

男

の

な

ど

近

代

設

雪

充

実

し

、

い

よ

い

よ

一

回

か

ん

を

も

っ

す

き

て

く

だ

さ

い

。

を
喜
一
致
で
三
人
目
の
名
主
一
一
一
月
士
宮
定
例
市
議
会
で
、
小
て
王
ハ
年
四
月
に
町
議
員
に

4
1て
ま
か
な
わ
れ
た
も
の
が
大
一
部
分
で
す
一
宮
、
大
成
小
塁
覧
室
生
徒
を
一
児
童
、
生
徒
干
名
余
の
完
全
給
食
義
一
中
旬
か
り
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
一
前
年
に
高
が
停
止
さ
れ
て
い
る
方

再
選
定
し
ま
し
た
。
一
泉
一
議
長
死
去
に
と
も
な
っ
後
任
に
、
上
士
巾
発
足
と
同
時
に
市
議
当
選
、
以

I
旧
保
育
所
は
、
も
と
の
隔
離
璽
一
口
を
対
象
と
し
た
菅
田
学
校
筆
記
〈
同
調
理
一
施
す
る
も
の
で
、
鉄
骨
裏
書
三
十
一
た
。
こ
れ
に
よ
皇
地
方
児
童
生
徒
の
一
も
同
じ
よ
う
に
手
続
き
が
重
で
す
。

神
山
さ
ん
は
わ

Z十
歳
で
仏
一
村
政
宗
達
れ
ま
し
た
。
一
言
一
面
、
そ
の
罰
議
長
の
ほ
か
蓬
し
て
使
っ
て
い
た
お
て
す
で
す
こ
の
ほ
ど
譲
二
一
喜
一
古
市
一
四
寿
メ
ー
ト
ル
、
内
部
昔
、
熱
一
告
さ
と
を
警
の
塁
走
、
窓
会
空
さ
れ
て
い
る
場

門
に
は
い
り
、
主
一
一
寝
室
て
一
上
村
氏
の
議
会
関
係
の
路
震
の
と
文
教
、
議
会
運
雷
、
警
農
林
の
童
に
老
朽
侶
し
危
険
で
あ
る
ば
か
り
で
一
理
事
を
は
じ
め
地
元
関
係
者
り
が
集
一
風
消
毒
書
庫
，
食
器
産
、
電
気
一
も
一
段
と
向
上
す
る
も
の
最
再
付
さ
れ
一
言
、
膏
期
草
分
存
受
け
と
る
ニ

東
大
文
学
部
哲
堂
泊
料
を
卒
業
、
昭
一
お
り
。
員
長
を
膝
任
。
な
く
、
組
渇
か
悪
い
た
め
日
常
の
保
育
一
ま
っ
て
落
成
式
を
あ
げ
ま
し
た
。
一
冷
蔵
庫
、
フ
ラ
イ
ヤ
l
、
運
級
自
動
車
一
て
い
ま
す
。
一
と
な
く
、
至
急
扇
出
し
て
く
だ
さ
い
。

月4 
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役

所

集

市

行「発
洲

編

大

文

第 12 2号

名

誉

市

民

に

神

山

氏

議
会
満
場
一
致
で
選
定

41.527 
19.892 

女 21.635
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，Ft
、

ノ

通
話
担
策
応
し
て
も
、
文
教
互
に

し
て
も
市
民
の
租
税
賃
担
が
二
重
負
仰

と
な
ら
な
い
ト
+
つ
に
、
慎
重
に
十
年
、

十
五
年
さ
き
の
将
来
を
見
透
し
、
効
果

商
工
観
光
施
策
に
つ
き
ま
し
て
も
エ

-
的
な
行
政
的
布
石
が
必
要
で
あ
る
と
思
一

新
年
度
の
予
算
な
ど
を
審
議
す
る
三
月
定
例
市
議
会
ば
、
十
六
日
招
集
、
会
期
十
一
日
一
一
揖
誇
致
に
努
力
す
る
一
力
、
大
所
一
品
所

日

、

一

う

の

で

あ

り

ま

す

。

一

間
で
行
な
わ
れ
、
一
般
、
特
別
会
計
予
算
の
ほ
か
、
条
仔
、
請
願
凍
情
そ
の
ま
カ
の
重
要
一
一
に
立
っ
て
観
光
診
断
を
依
頼
し
、
県
下

ー
一
ま
た
私
は
市
政
の
一
最
綜
品
目
標
は
、
そ
一

著

書

、

ぃ

主

主

ど

お

り

可

決

し

ま

し

た

。

一

号

れ

露

代

、

即

ち

、

幼

年

期

、

青

一

広

域

自

発

を

芝

、

す

を

中

南

て

か

し

、

Z
方
以
上
の
よ
っ
な

般
会
計
議
一
千
円
(
一
一
百
四
十
七
万
七
百
)
0
一
円
(
千
六
百
七
十
五
万
二
千
巴
一
の
時
期
に
お
い
て
、
内
民
の
方
々
が
震
一
国
民
宿
舎
建
設
妻
、
温
泉
導
入
雪
一
の
財
政
事
情
は
、
合
全
国
的
ド
架
道

三
千
男
円
一
農
林
水
霊
費
三
千
七
百
手
六
一

0
消
防
費
二
千
一
一
一
百
七
十
八
万
八
千
百
の
満
足
毒
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
こ
一
に
着
工
し
、
更
に
肱
川
治
水
の
た
め
の
一
し
た
問
題
と
し
て
な
か
な
か
葬
轟

特
別
会
計
四
一
万
八
千
円
(
百
三
五
二
百
一
円
(
二
百
八
万
一
言
。
教
育
費
一
あ
る
と

Zの
で
あ
り
ま
す
。
ー
一
城
県
在
聖
書
早
期
完
成
す
い
現
状
で
あ
芸
す
。
号
、
不

塑
ハ
杢
一
一
百
一

0
商
工
観
光
費
二
千
幸
八
万
幸
一
九
千
九
百
九
万
三
千
円
(
千
八
十
四
一
以
上
の
主
つ
な
観
点
に
た
っ
て
、
今
一
大
洲
出
石
毒
者
フ
イ
ン
の
実
現
等
に
一
帯
の
市
税
の
伸
び
の
停
止
師
、
国
税
一
ニ

高
、
あ
わ
一
円
(
千
五
百
二
十
四
万
幸
円
)
一
万
一
一
目
一
後
の
市
政
主
霊
的
に
取
品
ん
で
ま
一
実
の
明
力
立
っ
て
い
る
立
で
あ
一
税
の
減
税
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
相
対

せ

て

十

億

九

一

一

い

り

た

い

と

存

じ

て

い

る

わ

け

で

あ

り

一

り

ま

す

ー

一

課

少

、

加

え

て

人

口

減

に

よ

る

一

般

吉

宮

一

効

果

的

な

行

政

布

石

を

す

。

一

い

守

山

臨

時

日

一

日

刊

誌

都

内

野

れ

し

と

十

億

を

越

一

・

十

、

一

農

林

振

興

委

の

答

申

一

士

山

含

公

園

化

計

画

を

樹

立

し

、

ま

一

の

増

加

額

は

大

そ

牧

支

相

償

わ

ざ

け

時

間

一

市

長

施

政

方

主

述

べ

る

一

で

具

体

化

す

将

来

を

一

慮

ん

ば

か

つ

て

適

正

規

一

る

警

な

っ

て

い

る

の

で

あ

り

ま

す

年
度
に
比
べ
一
開
会
白
、
市
議
会
へ
予
算
案
主
主
導
と
ご
置
に
よ
り
ま
し
て
、
そ
一
ま
主
農
業
問
題
に
お
き
ま
し
で
は
昨
一
模
の
市
民
会
館
、
児
意
館
、
保
育
所
な
一
健
全
財
著
書
と
す
る
当
市
と
い
た

る
と
一
般
会
計
一
億
八
百
育
、
特
別
事
る
に
あ
た
り
、
村
上
市
長
は
今
後
一
れ
ぞ
れ
見
透
し
を
得
て
今
日
を
迎
え
、
一
年
、
農
林
業
振
興
委
員
会
が
設
け
ら
れ
一
ど
の
新
増
改
築
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
一
主
し
で
は
、
こ
れ
に
対
処
し
て
い
く

会
計
百
万
円
と
そ
れ
ぞ
れ
ふ
え
て
い
ま
一
の
施
政
の
方
針
こ
っ
、
て
次
の
よ
っ
こ
一
新
し
い
市
震
の
構
図
が
孟
、
一
歩
一
現
在
慎
重
な
る
ご
審
議
を
煩
わ
し
て
い
一
た
い
所
存
で
骨
子
。
一
た
め
、
抜
本
的
な
機
構
改
革
、
消
費
的

一
述
べ
ま
し
た
。

;

L

l

一
警
に
向
〉
い
っ
、
あ
り
ま
す
こ
良
一
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
蓄
に
お
一
一
警
の
大
巾
な
削
減
に
よ
り
こ
の
語

一
般
会
計
で
は
番
目
と
も
予
算
が
一
一
誠
に
よ
ろ
け
ば
し
い
限
り
で
あ
り
ま
し
一
け
る
農
業
の
重
要
性
喜
ぇ
、
そ
の
答
一
学
校
統
合
を
推
進
一
を
話
し
て
い
き
た
い
所
存
で
脅
ま

増
額
し
て
お
り
ま
す
。
支
出
の
お
も
な
一
市
発
展
の
構
図
実
現
ず
こ
の
機
会
に
各
位
に
た
い
し
、
衷
心
一
申
に
基
づ
き
ま
し
て
、
具
簡
な
振
興
一
一
す
の
で
、
市
議
会
議
員
定
を
は
じ
め

も

信

次

の

と

お

り

、

カ

ツ

コ

ま

一

一

方

感

謝

の

Z
Z妙で
あ
り
一
裂
を
樹
立
し
、
強
力
な
る
推
進
を
図
一
ま
た
文
教
施
策
に
つ
言
し
て
も
一
市
重
な
ら
び
に
市
民
営
理

計

千

六

百

八

十

四

万

H一

JJHγ
こ

こ

に

一

一

?

で

も

な

く

合

厳

粛

な

る

一

つ

百

臨

時

間

ド

明

日

出

…

師

事

一

円

切

を

お

願

い

す

言

て

奇

士
ハ
万
八
千
円
)

O
総
務
費
一
億
一
年
を
迎
え
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
市
政
の
任
に
あ
る
者
は
、
単
な
る
行
政
事
林
組
合
の
統
合
の
具
体
化
な
ど
に
よ
一
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
市
民
警
の
理
一
病
院
に
再
建
法
を

二
十
七
万
七
千
円
(
壬
一
盲
七
士
ハ
一
間
に
お
い
エ
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
衰
の
み
に
終
始
せ
ず
、
訟
を
捨
て
一
露
首
体
の
強
固
な
基
盤
が
曜
ま
す
る
ご
弁
を
得
た
く
存
じ
引
い
る
一
適
用

万
八
千
円
)
O民
量
一
億
六
千
五
言
事
量
般
の
問
題
も
議
員
各
位
を
一
日
進
月
歩
の
文
明
の
推
移
を
洞
察
す
る
一
た
と
し
て
お
り
ま
す
の
て
そ
れ
ら
一
罪
で
あ
り
ま
す
o

一

百
六
十
三
万
二
千
円
(
二
千
七
十
二
は
語
、
買
の
方
々
の
絶
大
な
る
ご
一
力
を
要
求
さ
れ
て
い
る
と
思
つ
の
で
あ
一
の
宮
と
喜
著
書
の
上
に
立
一
首
題
に
な
い
足
、
戦
後
日
本
一
な
お
、
各
位
が
ご
、
事
長
い

万
五
千
円
)
O衛
生
重
二
千
七
百
七
夏
、
ご
協
力
を
得
ま
す
と
と
も
に
国
一

2す
。
一
つ
ア
棄
の
打
開
に
努
め
て
ま
い
り
た
一
の
復
興
が
日
本
人
の
永
い
聞
に
培
わ
れ
一
五
り
ま
す
奇
病
院
事
業
の
再
建
に

十
一
二
百
(
三
百
二
十
三
万
八
千
円
一
な
ら
び
に
県
、
そ
の
他
署
員
の
一
即
ち
、
農
林
業
施
策
に
し
て
も
、
旦
い
と
存
じ
ま
す
。
一
た
警
の
力
こ
あ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
一
つ
き
ま
し
て
は
、
再
建
整
備
法
の
適
用

-
H
H
H
i
l
l
i
-
-
H
H
H
I
L
l
-
-
4
1
E
一
童
話
会
運
営
を
行
な
い
、
全
市

完
成
し
た
粟
津
保
育
所
(
上
)
と
菅
田
給
食
セ
ン
タ
ー
(
下
)
一
民
の
健
康
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
期
待
に

一
応
え
る
べ
く
理
事
者
、
全
転
員
と
も
全

一
力
を
傾
け
る
一
覚
悟
で
あ
り
ま
す
の
で
、

一重ね一
K
市
民
各
伎
の
一
」
協
力
を
切
に
お

一
願
い
す
る
次
芳
で
あ
り
ま
す
。

6億3100万円

新
年
度
予
算
き
ま
る

一般
会計

粟津保育所が新築落成

議

長

に

上

村

政

光

氏

均
一
考
唱
え
、
新
し
い
角
度
が
ら
地
方
教
育
行

中
南
予
観
光
開
発
の
一
一
政
に
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
一
車
で
あ

拠

点

に

ご

げ

ま

す

。

健
全
財
政
で
抜
本
的

対
策

所
得
状
況
届
を

お
忘
れ
な
く

国
民
年
金
事
務



秦
定
彦
(
保
険
衛
生
課
長
)
V大
洲
連
絡
所
長
)
V共
済

業

務

係

長

木

村

一

い

わ

れ

ま

す

。

病

一

歪

し

て

は

一

さ

つ

と

火

で

あ

ぶ

り

、

ネ

ギ

、

ニ

ン

二

一

臥
龍
苑
支
配
人
菊
地
可
安
(
総
務
課
勝
頼
(
共
済
事
世
業
係
長
)
V共
済

事

業

一

①

パ

ラ

色

や

コ

ゲ

茶

色

の

発

し

ん

が

で

一

ク

な

ど

香

辛

野

菩

乞

き

か

せ

て

い

私

的

部

長
補
佐
)
V総
務
課
長
補
佐
高
柳
芳
一
係
長
田
中
金
義
(
共
済
係
)
V
市

民

一

き

る

の

が

特

色

で

、

十

日

か

ら

十

一

一

日

一

く

と

い

う

こ

と

で

す

。

久
(
議
会
事
務
局
主
任
)
V
文

書

課

長

一

係

長

松

弁

要

介

(

病

院

庶

務

係

長

)

一

の

潜

伏

期

間

後

急

に

三

十

八

度

l
四
一
隆
香
の
香
り
の
一
つ
に
ふ
き
が
あ
り

補
佐
栗
田
康
丸
(
白
市
民
税
係
長
)
V
一V
市

民

税

係

長

佐

野

富

貴

範

(

税

務

一

十

度

近

い

熱

が

で

る

。

一

ま

す

。

葉

を

捨

て

て

し

ま

わ

ず

に

一

晩

産
業
竺
課
長
補
佐
藤
本
恒
明
(
行
一
庶
務
係
長
)
V
税

務

庶

務

係

長

室

一

小

包

郵

便

料

金

が

改

正

②

頭

を

い

た

が

り

、

食

欲

が

な

く

な

り

一

水

に

つ

け

て

あ

る

空

し

よ

う

ゆ

政
係
長
)
V
産
業
芳
二
一
課
長
補
佐
竹
一
昭
(
固
定
資
産
係
)
V国
民

年

金

孫

長

一

ぐ

ず

り

だ

す

。

一

で

一

度

煮

て

こ

の

し

よ

う

ゆ

を

捨

て

て

一

一

四

月

一

日

か

ら

小

包

郵

便

料

金

が

次

一

田
保
高
(
共
済
業
務
係
長
)
V
福
祉
事
一
藤
沢
宗
一
(
同
)
V
土

木

栄

一

係

長

一

③

結

膜

炎

を

お

こ

し

て

目

が

充

血

し

目

一

も

つ

一

度

し

よ

う

ゆ

で

に

る

と

お

い

し

本

庁

の

窓

口

事

務

の

統

一

存

は

じ

め

一

ち

、

国

民

年

金

事

務

を

除

い

て

、

民

一

一

の

と

お

り

改

正

さ

れ

、

ま

た

、

新

し

く

一

一

務

所

次

席

山

岡

和

夫

(

産

業

芳

一

課

一

栗

原

正

雪

(

土

木

係

長

)
V
土

木

芳

二

一

ゃ

に

が

出

る

。

一

い

キ

ャ

ラ

ブ

キ

が

で

き

ま

す

。

茎

ほ

じ

社

会

課

を

福

祉

事

務

所

へ

統

合

、

新

た

一

生

委

員

、

未

亡

人

、

母

子

保

護

、

外

一

一

軍

事

小

包

の

制

度

が

で

き

ま

し

た

。

一

一

長

補

佐

)
V病
院
総
婦
長
浦
田
ツ
ギ
一
係
長
石
白
正
雄
(
土
木
停
)
V福
祉

一

④

の

ど

が

赤

く

は

れ

、

せ

き

、

く

し

ゃ

一

ゆ

ι

つ
を
つ
を
ほ
ん
の
少
し
い
れ
た
熱
湯

に

文

書

課

を

設

け

る

な

ど

、

懸

案

の

市

一

地

引

弱

者

、

宣

笑

援

護

な

ど

の

各

種

一

一

大

削

郵

便

肩

一

一

i

h

(

看
護
婦
長
)
V
南
久
米
連
絡
所
長
一
係
長
相
尿
茂
(
旧
)
V
施

設

係

長

一

み

、

は

な

じ

る

が

で

る

。

一

で

ゆ

で

、

つ

め

た

い

水

で

冷

や

し

て

皮

民
サ
ー
ビ
ス
の

Eと
事

務

機

構

の

合

一

社

会

事

業

団

体

と

そ

の

他

の

社

会

福

一

一

審

査

(

社

会

課

長

補

佐
)
V給
与
一
重
量
(
周
)
V病
院

医

課

長

一

」

笠

間
1

1

1

1

1

一

⑤

こ

の

ご

ろ

に

な

る

と

下

あ

ご

の

辺

ゃ

を

む

く

と

、

手

も

よ

ご

れ

ず

、

き

れ

い

理
化
を
一
図
る
こ
と
に
な
り
、
さ
る
一
旦
幸
政
立
、
と
く
こ
一
一
翠

E
Z
市

立

百

寸

け

で

人

事

異

動

を

発

令

一

一

一

一

役

一

)
o
f
σ
o
f一
一

か
ら
実
施
に
移
さ
れ
ま
し
た
o

一
義
と
川
関
連
が
抗
い
の
で
十
福
祉
一
し
ま
い
た
。
こ
れ
は
高
令
退
医
者
と
機
一
雲
酒
井
武
志
(
人
事
係
長
)
V
秘
岩
城
五
郎

(E係
長
V
病
院
婦
長
一
一
除
一
例
川
市
笠
智
一

2
0書
一
一

F

5

0

一
事
っ
し
ろ
な
ど
に
、
初
め
は
ま
ち
針
に
む
け
て
あ
く
も
よ
く
と
れ
ま
す
。
こ

改

革

の

差

内

容

は

次

の

土

事

費

管

量

iτ
主

;

、

主

醍

語

鰭

言

自

鱈

)

詰

軒

認

耳

石

寸

日

川

一

ι同
士

宮

川

小

児

マ

ヒ

一

時

詰

詩

当

時

町

長

日

明

。

国

民

年

事

長

へ

一

主

す

。

一

九

百

三

文

書

広

報

係

長

堀

口

i一
i
z
i一市川
問

者

一

郎

官

一

円

生

ワ

ク

の

服

用

Z
A
i
-
-
i
i

社
会
課
で
処
理
し
て
い
た
国
民
年
金
一
O

文

書

を

新

設

一

係

長

級

寝

付

)

以

上

の

豆

、

雪

R
一)
V
評

価

係

長

辰

上

空

寝

台

所

長

奇

操

(

富

霊

任

)

一

便

一

れ

苛

一

金

主

料

丁

E

1

0

該

当

者

一

足

に

ひ

ろ

1

て
い
く
。
一
育
が
し
み
こ
ん
で
お
し
し
い
も
の
で

時
一
一
時
五
時
単
語
出
十
一
お
日
丹
江
戸

H
i人の一野山町一一即時一品川一一副聞は一品即日一円はじ控だれで員

計

一

言

ιョ
詰
(
長
吉
司
H
ヰ
2
o
i
百

三

こ

な

誼

区

一

一

し

の

間

に

宗

主

一

守

れ

れ

じ

建

一

吉

村

山

買

わ

.

へ

一

の

を

お

と

ど

け

た

い

?

。

一

言

)

産

審

議

長

g一
い

こ

と

事

長

壊

す

。

行

政

相

談

一

行

政

相

談

員

一

川

l
l
l
ぃl
l
l
一

題

意

義

の

っ

ち

、

一

お

や

つ

と

思

っ

た

き

室

長

官

民

を

か

が

や

か

Eの
で
す

三

善

で

処

理

し

て

い

た

事

務

の

う

一

一

夫

証

言

V

教

室

課

長

一

員

が

そ

の

提

言

の

お

世

話

を

し

一

一

一

所

得

裂

童

、

六

十

円

、

そ

一

断

を

受

げ

る

こ

と

で

す

o

一
そ
ん
な
と
き
、
昔
、

Zも
専
用

広
一

1
1
1
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

一

無

料

法

律

相

談

開

く

一

致

外

の

方

は

無

料

で

す

O
T
i
l
l
-
-
J一
の
勉
強
室
を
考
え
て
や
り
ま
し
ょ
う

O

R
一

室

匠

町

主

力

よ

警

告

HHZと
し
て
由
経
ま
る
一

r

宝
司
王
じ
Z
A
5
安

ブ

奉

仕

可

吉

才

↑

一

一

一

一

一

zz‘、，
f
，
!
一
一
室
と
い
っ
て
も
、
一
室
を
作
る
の
で
は

一

~

婦

人

会

と

町

一

こ

宍

歯

の

整

備

を

思

い

つ

い

た

も

の

一

い

に

な

っ

た

村

島

公

園

、

一

自

動

化

進

む

南

一

心

配

ご

と

相

談

日

一

一

。

場

所

、

日

時

な

ど

一

一

広

報

の

し

お

り

一

一

な

く

、

い

わ

ば

勉

強

コ

ー

ナ

ー

と

も

い

一

一

一

『

一

3

一
五
月
一
日
か
ら
一
週
間
孟
震
週
間
一
V
主

催

一

場

所

日

時

一

-
J
S
4
1
・
4
1
一一

一

十

の

主

立

で

す

。

予

の

電

話

一

カ

わ

る

一

と

し

て

全

国

各

地

で

書

記

念

行

事

一

愛

媛

県

護

士

会

大

詰

一

大

洲

公

会

堂

5
月

百

7
l
i
l
i
-
-
zつ
な
聖
書
っ
て
や
る
こ
と
で

市

一

一

畑

靴

日

u
f時
間

宇

和

島

八

幡

浜

一

更

日

刊

誌

唱

ご

と

容

が

、

変

一

日

間

軒

目

掛

け

同

一

明

日

方

(

家

庭

)

裁

判

所

大

一

平

野

連

携

射

し

γ3
一て

d
u待日
開

竹

下

じ

き

り

の

十

l
テ
ン
を
考
案
与

一

ま

が

数

回

に

わ

た

一

開

い

て

、

市

か

ら

伊

予

吉

出

一

実

洲

毎

月

十

日

、

二

十

日

(

了

一

法

律

相

談

が

開

か

れ

ま

す

。

法

律

問

題

一

(

市

民

課

)

一

?

ヂ

2
、

4
入
学
、
季
、
就
庶
と
主
婦
に
と
っ
て
一
る
つ
か
の
は
し
で
も
、
室
の
す
み
で
も

一

〉

替

り

村

島

公

園

一

も

ら

っ

た

サ

ク

-

一

四

時

)

大

洲

市

公

会

堂

一

一

一

有

久

米

脅

堂

。

月

げ

日

一

は

、

う

れ

し

い

な

カ

ら

、

忙

し

い

月

と

一

ノ

ナ

ど

も

庁

、

お

ち

つ

い

て

勉

強

で

言

一

芳

一

フ

円

本

書

草

公

社

で

は

、

需

の

一

一

で

史

で

お

ら

れ

る

方

は

す

す

ん

で

ご

一

1

l

i

l

i

-

-

一

一

一

一

L

d

(

課

豆

手

本

、

つ

つ

じ

一

O
平

野

毎

月

八

日

二

十

三

日

(

八

一

一

一

五

平

3
、
旦
な
り
ま
し
ょ
う
。
冬
物
語
、
書
器
一
ム

l
Z作
っ
て
や
る
と
、
案
外
気
に

輔

一

弘

胤

は

唯

一

一

一

位

百

同

点

古

川

口

一

息

担

当

十

一

一

一

円

(

一

相

官

十

の

見

Z一
新

谷

で

人

権

相

談

1
3
任
2

一

時

持

控

訴

一

れ

す

れ

も

な

お

る

こ

と

婦

つ

つ

じ

ゃ

サ

一

弘

子

に

有

志

べ

で

字

書

、

i
I
ィ
ヨ
吉
旧
の
一
九

i
一
一
時
)
十
附
久
米
一
連
総
所
一
奨
さ
れ
て
お
り
ま
ず
か
ら
、
行
楽
の
ひ
一
。
と
き
四
月
二
十
一
日
午
前
十
時
青
連
絡
所
。
月
哲
一
の
呂
、
さ
て
は
出
か
け
た
あ
と
の
あ
一

打

開

ク

ラ

の

苗

木

一

が

持

ち

ょ

っ

た

か

何

百

円

ロ

K
昨

日

一

品

目

ほ

田

監

十

日

(

九

t
一

日

日

諸

説

昨

日

時

一

。

と

こ

ろ

か

れ

れ

諮

問

一

十
l

一

問

診

療

所

十

計
3

一

手

の

心

配

ま

で

一

言

つ

じ

の

プ

ラ

ン

日

戸

を

植

え

た

り

一

エ

デ

な

ど

を

植

え

四

月

一

一

十

同

日

午

前

零

時

か

ら

、

自

動

一

実

川

月

十

旦

干

日

(

九

1
一
ま
す
o

一

人

権

委

員

さ

ん

や

法

務

局

大

洲

立

。

2
1
3

一O
イ
チ
ゴ
・
カ
ツ
オ
・
フ
キ
一
四
良
清
掃
の
月
で
す
0

さ
つ
じ

は

下

刈

り

の

労

一

込

み

ま

し

た

霊

に

切

り

替

え

る

こ

と

足

り

ま

し

一

十

二

時

)

大

川

連

絡

所

一

±

き

雪

昔

(

喜

一

長

さ

ん

が

相

談

を

受

け

ら

れ

ま

す

。

一

製

連

絡

所

。

月

智

一

一

は

豪

毛

干

に

、

三

白

熊

I

み

力

奉

仕

を

し

一

w
数

年

先

を

楽

し

た

o

一O
柳
沢
賢
官
、
十
八
日
(
八
1
一

午

前

十

時

t午
後
三
特
一
人
権
関
係
、
法
律
関
係
な
ど
で
悩
ん
で
一
目
ー
ロ
ま
る
ま
る
と
ふ
と
っ
た
、
ま
つ
か
な
一
プ
ラ
ン
l
を
立
て
て
や
り
ま
し
ょ
う

ま

し

た

。

一

み

に

毎

年

や

り

た

こ

の

自

動

化

工

事

に

よ

り

、

大

洲

か

一

十

二

時

)

柳

沢

連

絡

所

一

vと
こ
ろ
松
山
地
方
(
家
庭
)
裁
判
一
お
ら
れ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
相
談
に
だ
さ
い
一
審
連
絡
所
有
吉
一
イ
言
語
先
き
に
た
く
さ
ん
並
ぶ
こ
一
実
の
修
理
箇
所
の
発
見
l
震
、

村
島
公
闘
は
、

2
2
2一
ぃ

。

主

将

来

ら

は

、

ダ

イ

ヤ

ル

す

る

だ

け

で

す

ぐ

っ

一

o警
雪
十
日
、
一
一
吉
(
九

t
一

所

大

洲

支

部

(

三

の

丸

)

一

一

一

言

連

絡

所

HUm
一
ろ
に
な
ゆ
ま
し
た
。
い
ち
言
葉
一
言
、
床
下
、
外
ま
わ
り
の
襲
。

と
で
故

2
2
5へ
歯

一

子

ど

も

の

遊

説

な

が

る

「

ダ

イ

ヤ

ル

市

外

君

」

と

な

一

十

二

時

)

新

谷

一

番

一

l

i

l

i

-

-

i

l

i

-

-

一

後

;14
一
い
ち
ば
ん
お
い
し
く
、
栄
養

Zぃ
②
政
、
は
え
、
ゴ
キ
ブ
リ
な
ど
の
審

と
し
主
寄
付
さ
れ
た
も
の
で
、
今
で
は
一
に
し
た
い
u
と

代

日

そ

の

週

語

へ

の

通

昔

、

ダ

イ

一

Q
一

一

韮

白

毎

月

吉

、

二

十

日

(

一

ょ

に

し

て

く

だ

さ

い

。

一

八

多

喜

連

絡

所

。

月

智

一

手

い

棄

で

洗

っ

て

へ

タ

の

部

分

τ駆
除
前
も
っ
て
薬
事
配
、
近
所

サ

ク

ラ

の

大

木

が

十

数

本

も

生

育

し

て

一

室

の

一

人

は

語

ヤ

ル

で

望

の

局

ま

で

つ

な

が

る

「

準

一

五

時

)

一

一

一

善

連

絡

所

一

農

事

メ

モ

や

さ

い

一

2
知

1

3

7
と
り
、
形
の
ま
ま
生
ク

1
ム
を
添
一
と
の
一
共
同
作
戦
な
ど
。

い

ま

す

。

富

里

は

婦

人

会

が

中

心

一

っ

て

い

ま

し

た

。

ダ

イ

ヤ

ル

市

外

通

話

」

と

な

り

手

。

(
U
八

雲

毎

月

百

、

十

五

日

(

一

一

者

戒

診

療

所

9
2日
一
え
て
食
べ
る
の
が
い
ち
ば
A
て
す
。
時
一
③
た
た
み
を
干
す
l
た
ん
す
、
一
戸
だ

と

え

名

士

、

有

友

正

震

の

碑

と

ま

た

、

大

川

、

八

妻

、

裂

か

ら

一

2
五

時

)

八

多

喜

連

絡

所

一

水

稲

作

野

菜

の

た

ね

ま

き

一

O
I
l
-五
一
に
以
つ
ら
ご
し
に
か
け
て
、
牛
乳
、
さ
一
な
、
本
だ
な
な
ど
を
動
か
す
順
序
な
ど

?に

u

i

に
つ
な
が
る

i」
一

。

語

許

可

八

一

来

季

語

5
1
1
i三軍
司
・
園
田
圏
直
一
と
う
者
な
ど
を
聖
て
ジ
ュ
ー
ス
一
き
め
て

2。

出

泳

三

、

と

q
u
i
b市
語

、

電

一

斉

一

明

日

守

と

き

は

、

工

官

官

刊

誌

は

県

の

ド

日

LruH川
μ闘
闘

闘

回

一

一

す

で

に

初

か

っ

系

暴

さ

ん

の

一

ぇ

ト

抗

日

誌

の

ま

わ

れ

円

前

H
森

L
J
W

話
料
金
な
ど
は
次
の
と
お
り
一
引
智
に
ご
相
談
し
て
く
だ
さ
い
一
定
、
水
稲
の
品
種
も
毎
年
繰
り
ね
あ
が
ら
な
い
主
っ
、
ビ
ニ
ー
ル
を

E
.
.
.
.
.
.
 
7
に
言
わ
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
す
き
め
ま
す
。

料

f
i、一
-

出

現

官

制

j
空

一

軒

枯

れ

吋

討

議

ERR-戸川れ
れ

多

い

ハ

ν
一

日

刊

誌

ど

一

し

諮

問

都

新

特

性

早

川

ど

一

韓

国

語

L
「
l
i」
宝

新

品

川

?

で

王

山

由

競

将

司

刊

し

一

春

先

ぎ

か

り

量

に

そ

こ

ど

一

許

配

当

日

同

一

で

し

そ

支
出
加
入
者
の
場
合
)
大
聖
書
露
い
も
の
を
消
毒
し
て
一
使
用
す
る
よ
っ
奇
襲
改
良
普
及
所
一
も
の
大
敵
ハ
シ
カ
が
響
じ
や
す
と
い
う
料
理
は
皮
を
つ
け
た
室
長
面
を

(2) 

密
，H，!.i、

事

務

主主
tゴ

口

を

改

本

庁

内

機

構

改

革

の

日1 5 

百
十
五
人
の

異

動

発

令
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